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ヘテヰル.然 モ、吾ガ國ハ支那事攣 二引キ績 キ

大東亜職箏 ノ勃嚢テ見ルニ及ビ、傷疲軍人 ノ敷

モ激壇セントスル傾向ガ看取サル ・折柄、此等

傷庚軍入ノ胸部疾患二關スル統計的観察モ、將

二新 シキ認識 ヨリ出獲スル必要カアルト信 ジテ

ヰル.

依ツテ、余ハ宮崎縣富崎郡赤江町傷庚軍人宮崎

療養所二入所中 ノ肺結核患者 ノ中、肺出血ヲ惹

次

6Bettニ ヨル肺出血頻度

第4章 肺出血二關スルニ三 ン観察

ユ 喀血 ト前騙血疲

2喀 血後 ノ縮登血疲

3連 績血疲 日鍛

第5章 肺出血患者 ノ臨駄的所見

1喀 嬢中結核菌 ノ消長

2肺 出血 ノ赤沈速度二及acス 影響

3肺 出血者 ノ病型

第6章 結 論

主要文献

言

起 スル者力相當数二昇ル ノデ、入所前後二於 ケ

ル肺出血頻度、年齢、季節、Bettノ 位置的關

係、其 ノ他肺出血二關 スル若干 ノ興味アル事實
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1級 一定ノ作業 ヲ許可ス 58ド

2級 全散歩匠域 ノ戸外散歩ヲ許可ス 48

3級 瞭 棟附近 ノ戸外散歩ヲ許可ス 60
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4級 擁 棟内ノ歩行 ノミヲ許可ス 68

5級 室内歩行 ノミヲ許可ス
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傷 痩 軍人宮崎療養所 二昭和14年6月12日 カ ラ

昭和17年1月8日 迄 二入所 シ、 昭和17年 ・2月

29日 現 在療養 中 ノ肺結核患者ノ・330名 デ、其 ノ

入所 平均 日数 ハ356.7日 、 平均 年齢ハ26.8歳

デ アル｡此 等 ノ患者ハ病 状 ノ程度 二依 ツテ第1

表 ノ様 二1級 カラ6級 マデ偏分 セラレ、再起奉

公ヲ期 シテ烈々 タル氣醜 ノ下 二規律統 制 アル療

養 ヲ行 ツテヰル｡

サ テ、肺 出血 ノ統計 テ作 製 スルニ當 リ、績嚢的

二啄血 ヲ反 覆 スル場合 ニノ、其 ノ始嚢喀血 テ以 テ

代表 シ、叉 同一人 デ喀血 テ繰 リ返 ス場合 ニノ・、

前 ノ正喀血 力停止 シテ後(績 襲血疾 モ完 全二消失)

1週 間 ヲ経 テ再 ビ喀血 スル時二之 テ新 タナル喀

血 トシテ探 用 シタカ、喀血 二綾畿 スル血疾 ガ織

績 シツ ・アル際 ノ喀血 ハ、假令 へ1週 間以上 ヲ

経過 シテヰテモ、之 ラ績登喀血 ト見倣 シテ始嚢

喀血 二包含 セシメタ｡

血 疲 二就 テノ、、屡 ≧歯餓出血、鼻血 、咽喉 出血

等 ト誤認 セラル ・事 ガ アル ノデ、2日 以上連綾

シテ出 タモ ノラ血疾例 トシ、喀血 ノ前羅血疾及

ビ績嚢血疲ノ、之 テ除外 シタ｡

街 ホ人工氣胸施術後 ノ肺 出血,モ探用 セヌ コ トニ

シ タ｡

第3章 肺出血頻度

1入 所前 ノ肺出血頻度

傷疲軍人宮崎療養所 二入所 中 ノ患者330名 中 、

既往症 二喀血 ヲ有 スル者 ガ58名(17.6%)デ 、血

疾 ノミノ経験者ハ55名(16.6%♪ 、即 チ合計113

名(34.2%)ガ 入所前 二肺 出血 ノ洗禮 テ受 ケテヰ

ルノデ アツテ、非経験 者ノ・217名(65.8%)デ ァ

ルレo

㌧此等入所患者 ノ壷病地ヲ 内地(朝 鮮、皇灘ヴ含

ム)及ビ外地(支那、満洲等)別 ニ調査 スル ト、内

地デ嚢病セル者ハ126名 デ外地デ糞病セル者ノ・

204名 デアル｡

喀血縄瞼者58名 ユ就テハ第2表 ノ如 クナルガ

褒病地ハ外地力断然多 ク内地 ノ2倍 孚二達 シテ

ヰル
o、

第2表 既往喀血患者ノ婁病地 ト喀血地

夢

外 地糞病・者42名 ノ中25名 ノ・外 地 デ喀血 シテヰ

ル ガ、 ソノ25名 中 ノ16名 ハ喀血 ニ ヨヅテ野戦

病院 二始 メテ牧容 サ レ肺結核 ノ診断 テ下 サ レタ

モ ノデ アル｡勿 論此等 ノモ ノニ喀血 前 ノ症駄 ラ

詳 シク訊 ネテ ミル ト、全身倦怠、吻漱、喀疾等

ノ症獣 テ自魔 シテヰタノガ大部分 デ アル ガ、精

紳的拉 二肉禮 的緊張 ノ爲 二意 二介 シナカ ツタ ト

述懐 シテヰル ノデアル｡

幸 ニ シテ外地 デ喀血 セズ内地還途後陸海軍病院

二牧容 サ レタ17名 ハ、2名 テ除 ク外 ハ 全部 軍

病 院 デ喀血 ノ初経験 ラナ シ、2名 ノ・軍病院退院

後 自宅 デ喀血 シタモ ノデ アル｡

内地糞病者16名 中二喀血 ニ ヨツテ軍病院 二入

院 シタモ ノ ・悉無 ナルハ外 地嚢病者 ト大 イニ趣

テ異 ニ スル所 デ吾 ガ陸梅軍 ノ衛生施設 ガ完備 シ

テヰル爲 デ アル ト考 ヘ ラ レル｡

血疾 経験 者55名 二就 テル・第3表 二示 ス 如 ク 内

外 ノ登病 地別 ニハ大 ナル差異ノ・ナ イガ、外地嚢

病患者 ノ7翻 以上 力同 ジク外地 デ血疾 テ喀出 シ

テヰル ノハ注 目ニ償 スル ト疲 フ｡血 疾喀 出 ノ爲

二軍病院 二入院 シタ者 ガ、外 地 ノ方 ガ内地 ヨ リ

多 イ ノノ・喀血 ノ場合 ト同様 デアル｡

第3表 既往血疲患者 ノ蛋病地 ト血疾地

分

血

入院前血疲

類 柄 副 外 地

病2530

疾33221

15

肺出血頻度 ノ比較観察

1)喀 血 傷庚軍人宮崎i療養所 二於 ケル入所前

ノ喀血頻度ハ前述 ノ如ク17.6%デ アルガ、之 テ
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外 國 ノ文 献 ト比 較 ス レ バ遙 カ ニ 低 傘 テ 示 シテ ヰ

ル.即 チSorgo,Rickmann,Walter,Huber ,

Lansel等 ハ38｡0%一 一£O.O%ト 記 載 シ テ ヰ ル カ

フ ア ア ル

本邦 ノ文 獣 ニ ョレバ 鈴木 ハ41.9%(♂)ト 云 ヒ

余 ノ例 ヨリ甚 シク高傘 デ アルガ、上坂 ハ17.8%

ト報 告 シ僅 カニ高 ク、宮坂 ノ・17｡1%(♂)デ 僅 カ

ニ低 イガ殆 ン ド同傘 ト見微 シテヨ ィ
.

2)血 疾 傷擁 軍人宮 崎療 養所 二於 ケル既往 ノ

血疾 頻度ハ16.6%デ ア ルガ、上坂 ハ26.6%ド

云 ヒ、宮坂 ハ12.7%(♂)ト 云 ツテヰル｡

從 ツテ 當療養 所 二 於 ケ ル 入所 前肺 出血頻 度ハ

34.2%デ ア ・レガ、 上坂 ノ44,4%nリ 遙 カニ低

イガ宮坂 ノ29.8%(♂ 〉ヨリ稽 く高傘 デァル｡

建

2入 所後 ノ肺 出血頻度

A)前 述 ノ如 ク入所 中 ノ患者330名 中既往症 二

喀血 ノ洗禮 ヲ受 ケ タ者 ガ58名 アツ タガ、ソノ中

入所後、ニモ22名(38｡0%)ガ 喀 血 シ、16名(27.6

%〉 ハ 血疾 ノミラ喀 出 シ、從 ヅテ肺 出血 ヲ起 シタ

者 ノ・38名(65.6%)デ 、 肺出血 ヲ見 ナ イ者ハ20

名(34.4%)デ ァル｡

B)既 往 二 血疾 ノミノ怒鰯1者55名 カ ラハ 入所

後9名(16.9%♪ ノ1喀血患者 テ出 シ、16名(29.1

%)ガ 疲且疲 テ出 シテヰル ノデ、肺出血患者ハ25

名(46.0%〉 非 肺 出血 患者ソ・30名(54.0%)デ ア

ノレ◎

C♪ 肺 出冨山1プ経験 セズ シテ入所 シタ217名 中、

入所後始 メテ喀血 ヲ爲 シタ者 ハ18名(8｡3%)デ

血 疾 ハ25名(11.5%)合 計43名(19.8%)印 チ約

割 ノ者 二肺 出血 ノ出現 ヲ見 タワケデ ァル｡

AトBヨ リ入所 前肺 出血 ノ経験 アル者ハ113名

デ、其 ノ中 カラ入所後63名(55｡7%♪ ノ肺 出血患

者 テ出 シテヰル ノデC/2割 二比較 スレバ約3

嬉 ノ高傘 ラ示 シテ ヰル｡

以 上 ラ綜 合 シテ、宮崎療養所 二入所 セル330名

ノ患者 中喀血 ノ縄験者 ノ・85名(25.8%)デ 血 疾

ノミノ経 験春 ハ80名(24｡2%〉 トナ リ、從 ツテ肺

出血 ノ経験 者 ハ165名(50.0%)1・ ナ ル｡

毒

次 二、 入所 中二 喀血 セル者 ノ・49名(14.9%〉 デ

鐙1疲 ノミノ喀 出 者 ノ・57名(正7、2%)帥 チ106名

〈32.19?」,ガ肺 出冠llヲ惹起 シタノデ アル｡

而 シテ 喀血 セル49名 中16名 ハ 喀血 ノミ テ ナ

シ、33名 ノ・喀 血 ノ他 畷 蕨 ラモ喀 出 シテヰルノ

デ、 從 ツテ109名 ノ 肺 出血者 中90名i27.2%}

ガ血 疲 テ出 シテヰル づ トニナ ル.

肺 出lfll.頻度 ノ比較観察

イ)既 往喀血 ラ含 メル喀血頻 度 ノ比較一 働 夷

軍 人宮崎療養 所 ノ喀血頻 度ハ25,8.ぢ デ アルガ、

之 ラ他 ノ報 告例 ト比較 スルニ、Sassudelli(68、8

%)Walter,Huber(43.0%ルLanse1(42.0%)

Walsch(37.O%)TeconetSillig(30｡8%)ヨ リ

ノ・低奪 デ アルガ、M{jller(19,4%)宮 坂(19.2%

♂)ヨ リハ高率 テ示 シ、上坂(27.3%)二 相 當 スル

モ ノア ア ル協

ロ)入 所後ノ 喀血頻度 ノ比較 傷炭軍人宮崎

療養所 ノ喀 血傘 ノ・14.9%デ ァル｡Rickmann,・.

Reiche,Turban等 ノ・何 レモ10%以 下 ト報 告 シ

テ ヰル ガ、Sorgo(11.0%♪Lansel(12.0%)Wal-

ter,〕Huber(12.4%)Brecke(12.6%)Ballin,

Lorenz(13.O%)PhilipPi(13.9%〉 等 二比 シテ高

卒 デ ァ リ、Schr6der(17.4%)ヨ リモ 少 シ低卒

デ アル｡吾 ガ國 ノ文献 ト比較 スルニ、長井(31.3

%)星 野(23.2%♪ 鈴 木(18.7%♂)等 ヨリ少 久

川n(12.1%ル ヨ リ稠 ≧多 ク、上坂(9.5%)正 木,

二 木(6.2%)宮 坂(3.897∫ ♂)ヨ リモ遙 カニ多4e

ハ)入 所後 ノ血疲'頻度 ノ比較一 當i療養所 二於

ケル入所 中 ノ血疾傘 ハ17.2%デ アル｡鈴 木 ノ・肺

結核 ニテ死亡 セル631名 ニ就 テ血疾 ノミノ喀出

者 ノ、101名(21.4%)三 ヒ余 ノ例 ヨリノ、高傘 テ

示 シテヰル ガ、 コ レノ・重症患者 ノミヲ封象 トセ

ルモ ノデ當然 ノ結果 ナルモ、伊藤 ハ小野寺 内科

外來患者 ノ血疾喀 出率 ハ10.7%1・ イ ヒ余 ノ例 ヨ

リモ相當低 イ｡更 二 川 ロノ・494人 中35人(7・1

%ル ト述 くご上坂 ノ・6｡3%、 宮 坂 ハ3｡5%(♂)ト 報

告 シ余 ノ例 ヨ リ甚 シク低率 デ アル｡

依 ツテ宮崎療養所 二於 ケル入所中ノ血疾喀出率

ハ他 二比 シテ非常 二高 イモ ノト認 メラ レル｡
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3年 齢別肺出血頻度

喀血頻 度 ト年齢 トノ關係二就 テハ、諸家 ノ読 ノ・

幼年者及 ビ高年者ニハ稀 デアル ト云 フコ トニー

致 シテヰル｡青 牡年 期 ノ男 子二就 テノ統計 ヲ見

ル ト、Reicheノ ・15歳 一25歳(42.0%)25et--

50歳 史53.8%)ト 云・ヒ、Rickmannハ15〕 歳一25

歳 二最 モ多 ク頻嚢 スル ト記載 シ、本邦 デノ、、鈴

木蚊 ビニ川 ロノ、20歳 一30歳 二 最 モ 多 イ ト報告

シテヰル.
　

余ノ・入所 中喀血 セル49名 ト其 ノ喀血同数96例

及 ビ入所 中 ノ血疾患者90名 ト其 レヨリ喀 出サ

レタ総血疾同激196例 テ年齢別 二観察 シタ所
、

第4表 ノ如 クナツ タ｡此 ノ表 ヨリ直 チニ刹 ルコ

トノ・、入所患者 、肺 出血 患者及 ビ肺出血 テ起 シ

タ時 ノ年齢 デ20歳 一一30歳 ガ 殆 ン ド大部分 テ占

メテヰル コ トデアル ｡此 ルコ トノ・他 ノ報告 ト大

イニ相 違 スル塵 デ アル ガ、 ソレハ翻 夷軍人ハ青

年者二多 ク然 モ肺結核 ナル 疾患 ハ20毫 二最 モ

多数二嚢病 スル カラデアル｡

第4表 カラ次 ノコ トガ云 バ レル｡即 チ、

1)入 所 患者 中25歳 ガ最多 デ26歳 之 二 次 ギ

24歳27歳 、23歳 ノ順 デ アル ｡爾 ホ25歳 未 満

ハ154名 、26歳 一29歳 ノ者 ノ・135名 、30〕歳以

上ハ41名 デ アルe

2)49名 ノ喀血患者 ノ現 在 年齢 ハ26歳 最 モ多

久27歳 之 二次 ギ、25歳 、28歳1ノ 順 デアル｡

3)喀 血96例 二就 テノ・24歳 一28歳 ノ間ニ惹起

サ レタ喀血 ノ・73例 デ 約8割 二相 當 スル｡其 ノ

中當時26歳 最 モ多 ク25歳 之二次 グ｡

4)90名 ノ血疾 患者』ノ現 在 年齢 ノ・26歳 最 モ多

ク27歳 之 二次 ギ25歳 、24歳 ノ順 デ アル｡

5)血 疾196例 二就 テノ、24歳 一28歳 ノ問二 惹

起 サ レタ血疾ノ・154例 デ約8割 二相當 スルe其

ノ中當時26歳 最 モ多 ク25歳 之二次 グ
｡

2)ト4>ヨ リ喀血、血疾 テ喀出 シタ患者 ノ現在

年齢ノ・26歳 最 モ多 ク27歳 之二次 グ｡

3)ト5)ヨ リ喀血,、血疾 ノ・共 二26歳 ノ時最 モ

多 ク頻護 シ、25歳 之二次 グ｡

蕪'

第4表 全入所及ビ肺出血患者ノ年齢

分類
入所患
者現在
年齢 雛 摯辮 聯

19歳 1
{…_

…

20 3 1 2

21 3 1 1

22 11 1 3 1 3

23125 2 8{7 12

2441 3 131111 25

2570 8 18 12 36

26 54 11 27 17 47

27 36 10 10 14き 31

28 24 7 6;10 15
29 21 1 3 6 8

30
一 一
31

12 2 3 1 8

12 2 1 44

32 5 1 1 32

33 3 1

34 1i
25 i ・2!

36 2…1一 ・1・

37 1 } 邊

38 1

39
柵

40 1 2

41 1

42 1

43 2

合計 330 49196、 90 196

前 ニモ述 べタ様 二本統 計ノ・昭和14年6月12日

ヨ リ昭和17年2月28日 迄 ノ3ケ 年聞 二起 ツ タ

肺出血 二就 テ作製 シタモ ノデ アルカ ラ、昭和14

年 二當時24歳 デ喀血 シタ者 ノ・昭和17年2ハ27

歳 ニ ナツテ ヰル道理 デ、 從 ッテ26歳 當時喀 血

シタ=者ノ・現在 デノ・26歳 一29歳 トナツテヰル筈

テ アル｡然 シテ入所患者 申25歳 以下 ノ者 及 ビ

30歳 以 上 ノ者 ノ合計 が全入所者 ノ過牛数 テ占 メ

テヰルニ拘 ラズ、26歳 二於 テ喀血及 ビ血疾 ガ最

モ多 ク頻獲 スル事實 カラ見 テ
、26歳 テ以 テ肺 出

血好壷年齢 二探用 シテモ妥當 デァル ト考 ヘ ラ レ

ル｡然 モ肺 出血患者 デ、現在年齢27歳
、28哉

ノ者 ガ相當多撒居 ル コ トノ・之 テ裏書 シテヰルモ

ノ ア ア ル｡
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4季 節 ニ ヨノレ肺 出血頻度

喀血 患者49名 ノ喀血同教96例 ト、血疾患者90

名 ノ血擁 同教196例 ノ各例薮 ヲ・月別 二Graph

・:一テ示 セバ第1圖 ノ如 クナ リ
、喀血曲線tS血疲 曲

線及 ビ肺 出血 曲線 ハ大禮 二於 テー致 シテヰル｡

卸 チ第1圖 ヨリ喀 血 ノ多 イ月 ノ・IX日 皿 デア

リ、紗 イ月ノ・皿XIVIデ アル｡血 擁 ノ多 イ月 ノ・

XlllV皿 勘♪イ月ハ 皿IVIX、 肺 出血 ノ多 イ月 ノ・

1XHV皿 、勘〉イ月ノ・IXIV皿 デ アル｡

余 ハ此 ノ肺 出血 ラ季 節拉 ビニ月別 二分類 シ第6

表 ヲ得 タ｡郎 チ肺 出血 ノ・冬 二最 モ多 ク、次 デ夏,

秋 ノ順 デ春 二於 テノ・最 モ少 イ｡

第5表

」∫

3升

∬

2ク

ノ5

第1圖

1∬ 皿NVW顕 皿1XX〕 江 皿

各月二於ケル肺出血同鍛

分 類}・1三 酬lvlV VllV三V皿 X三xl川X皿
{{--ρ_… 一___

喀 血 同 藪11318 4 6 9
_-

16

6 7 10 「g 7」1」

鹸 附120117 10 12 17 19 18 13 1617

12昌

21

33

重

肺 出 血 同 激 ・33i25 14 18 25 231 ,26 28 22 23}22

之 ヲ他 ノ文獣 ト比較 スルニ、傷庚軍人福岡療養

所(貝 田)二 於 テ ノ・X皿.1(V.Vll)二 最 モ多ク、VI,

X.(IV.VM)XI之 二次 ギIX』 』 二最 モ紗 イ｡

第6表 四季二於ケル肺出血頻度

月鶴 講、蓉響 月…舗 庸 蓉望

蕪
i亙 、91

}

1一 圭

181春157

251

VIi23

V∬{26夏

IV

V

i(3L2%)iV副28…

}IXl22i

77

(26.4%)

、19ゆ5%あXI、22

1』」旦1 一迭! 67

22.9%)

叉 長 野i療養所(川 村)ニ テノ・皿、1、X二 多ク、VI、

IX、IV二 紗 イ ト云 ヒ、 中村 ノ・喀血 ノ最大 ノ月ハ

V皿 デXI、X之 二次 ギVLXII、llノ 順 二最 モ勘 イ

ト云 ツテヰル｡

山 田ハ初 春(皿皿〉及 ビ初冬(XIXII)二 多 イ ト云 ヒ、

伊藤 ノ・春及 ビ冬 二最 モ多 ク秋 ガ最 モ紗 イ ト云 ヅ

テヰル｡川 ロバ夏 二最 モ多 久 秋 冬春 ノ順序 ト

報 告 シテヰル シ、宮坂 ハ冬期 ト初夏 ノ候 二最 モ

多 イ ト述 べテヰル、余 ノ例 ノ・喀 血及 ビ血淡 ヲ含

メル肺 出血 ノ観 察 デアルが、 喀血 ノミヲ取 ツ

モ冬夏秋春 ノ順 デ アル、灘,

即 チ」比ノ様 二各人 ノ報 告ガ相 違 スル ノハ地理的

ノ關係 ニ ヨリ各地 ノ季節 ガー致 シナ イ爲 デ、肺

出血 ト季 節 トノ間 ニノ・確 カニ密接 ナル關係 ガア

ル ト余ノ・信 ズルモ ノデアル｡

5級 別肺出血頻度

A現 在 ノ級 ヨリ観 タル肺出血頻度

1)喀 血 全入所者 及ビ49名 ノ喀血患者ヲ現

在 ノ級別二分類 シ、各級 ノ入所者二封 スル喀血

患者 ノ割合テ出セパ第7表 ノ如クナル｡

第7表 全入所及ビ喀血患者現在ノ級別

分刷 全入瀦 融 瀦(%)
一7一 一一 一 一 正 一 __

1級158 1(1.7)

2級}娼 1(2｡0)

3級160 8(13.3)
:4級

ヒ68 10(14.7)

5級166
癖

12(18.1)

6級i30 17(56.7)

依 ツテ、喀血後現在1級 、2級 二屡 スル患者ハ

テ 非常 二紗 ク、3級 、4級 ト漸次増加 シ、5級 臨

響
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な

至 レバ約2割 二相常 シ、6級 ニ テノ、56｡6%ト 最

高 二達 スル｡即 チ喀血 ラ惹起 セル者 ノ、現在輕症

ナル者 ハ稀 デ、重症 ナルモ ノ多 キラ知 ル6而 モ、

5級 、6級 ノ重症者96名 ハ、 ソノ申 ヨリ29名

(30・2%)ノ 喀 血者 ヲ出 シ、特CttU6tw=・ テ ノ・ソノ

過半教 ガ入所 中喀血 テナ シタコ トハ注 目二償 ス

ル ト考 ヘ ラ レル｡

2)血 疾 同檬 ニ シ テ57名 ノ血庚 ノミラ喀 出

シタ患者 テ級 別二分類観察 ス レバ、第8表 二示

ス如 ク、5級 ガ 最 モ 多 久4級 、3級 之二次

グ｡6級 二 至 ヅテノ・1級 二 緬 イテ 第5位 デア

リ、2級 最下位 デ占 ム｡

第8表 血疲患者ノ現在級別

分劉 全入瀦 麟 ノ蘭
1級 58 6(10.3)

2級 48 4(4.1)

3級 60 8(13.3)

4級 68 17(25.0)

5級 66 19(28♂8)

6級 30 3(10.0)

喀血 二於 テノ・6級 ガ撒的 ニモ牽 的ニモ他 テ凌駕

シテヰ タノニ反 シ、血疲 二於 テノ・5級 ガ最高 デ
も

且 ツ1級 ガ6級 ト殆 ンド同傘 テ占 メテヰル事實

ノ・、喀血 ニ ヨ リ蒙 ル影響(絶 封安静 ノ必要、病状

悪化 力必然的 二降級 セ シムル ノデ)ガ 、血疾 二比

シテ甚 シク深 酷 デアル爲 ト考 ヘ ラ レル｡

3)肺 出 血 肺出血患者 ハ106名 デ アルガ之 ヲ

前 ト全 ク同檬i二級 別二分類 ス レバ第9表 ノ如 ク

ナル｡

第9表 肺出血者 ノ現在級別

頒{全入鯛 隅野 者
1級158 7(12.1)

2級148 5(10.4)

3級160 16(26｡7)

4級 68 27(39.7)

5級 66 31(47.0)

6級 30 20(66.7)

此 ノ表ハ、肺 出血 ヲ入所中 二経験 シタ患者 ノ・現

在重症 ナル者 多 ク、輕症 ノ・者ハ紗 イト云 フ事 實

ラ示 スモ ノァ アル｡

此 ノ理 由 トシテハ、後述 スル如 ク肺 出血 ハ5級 、

4級 二頻登 シ、且 ツ出血後 ノ・赤沈値促進、菌 ノ

嚢現 ラ ミ從 ツテ病勢 ノ進行 テ束 シヨリ低級 二移

行 スル爲 デアル ト考 ヘ ラレル｡

B當 時 ノ級 ヨリ観 タル肺 出血頻度

喀血患者49名 ノ喀血 同撒96例 、 血疾患者90

名 ノ血疾同撒196例 及 ビ肺 出血患者106名 ノ出

血同籔292例 二就 テ、 出血常時 ノ級 ヲ調査 シタ

ル トコロ第10表 テ得 タ｡此 ノ表 ヨリ、

第10表 肺出血 ヲ起le"y時 ノ級

分類際蟻 捌 麟姦～矧 徽鶴時
}一 一
1級 3(3.1)

一__-一_白 一 一_-

1(0.5) 4(1.3)

2級 1(1.0) 10(5.1) 11(3.7)

3級 2(2.1) 15(7｡6) 17(5｡8)

4級 16(16.7) 37(18｡9)53(18｡2)

5級 57(59.4) 104(54.2)161(55｡2)
』

6級 17(17.7) 29(14.7)146(1翫8)

合計 96(100｡0) 196(100.0)292(100.0)

1)喀 血5級 ガ最高位(約6割)ニ シテ6級 、

4級 之 二次 グモ雨者殆 ンド相等 シク、1級 、2

級 、3級 ハ、著 シク齢 イ｡

2)血 疾 喀血 ト同檬5級 過孚激 ヲ占 メ、4級 、

6級 ノ順序 デ共 二5級 ノ3分 ノ1前 後 デ アリ、

3級 、2級 ト漸次 減少 シ1級 ノ・極 メテ稀 デアル｡

3)肺 出血5級 ガ5割5分 デ第1位 、4級 ハ

5級 ノ約 半分 デ第2位 、6級 ハ4級 ヨリ紗 ク第

3位 デ アル｡3級 以下 ハ出血率激減 シ、3級 ハ

5級 ノ10分 ノ1、2級 ノ・16分 ノ1、1級 二至

ツテノ・5級 ノ50分 ノ1デ 非常二 僅 カナ 出血卒

トナツテヰル｡

喀 血 及 ビ血疲 ガ5級 二最 モ多 ク頻糞 スル理由 ト

シテ、5級 者 ノ・相當程度 ノ病竈 ラ有 スル コ ト及

ビ室内 ノ歩行 ノミヲ許可 セラルルニ拘 ラズ屡 篭

蓮動過度 二陥 ル傾 向 アル コ ト等 ガ誘因 トナ リ、

雨者相倹 ツテ肺 出血 テ惹起 セシムル ト考 フベキ

デ アル｡4級 ガ肺 出血 ノ第二位 ヲ占 ムル ノモ同

様 テ見倣 スベ キデアラウ｡

6Bettニ ョ ノレ肺 出血 頻 度
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肺 出血特 二喀血 ガ或 ル季節 二屡 瞭 襲 スル ノノ・

吾 々臨殊轡 家 ノ経験 スル慮 デ アルガ、同機 ノ關

係 ガBettト ノ聞轟 モ存雀 スル様 二思 バ レル｡

即 チ余 ノ経験 二 召レバ個室 ハ論外 トシテ大部屋

二於 ケル肺 出媛P・窓際 ノBettニ テ惹起 サ レル

場合 ガ最 モ多 カッタノデ アル｡ソ レ故 ソノ藪 的

及 ビ傘的關係 ヲ追究 シテ興味 アル結果 ヲ得 タ｡

傷 疲軍人宮崎療養所 二於 テハ個室 ガ30、6人 部

屋=が45、8人 部屋 ガ3、 外氣部 屋 ガ40デ アル

ガ、外氣 及k"8人 部 屋 ハ何 レモ輕症患者 テ牧 容

シ、從 ツテ肺 出血 ノ起 ル回薮 モ非常 二少藪 デア

ル爲、主 トシテ6人 部屋 二就 テ調査 ヲ行 ツ タ｡

舞

p̀

り

三
糠

下

、

、
旨懲

μ
三

陰
出

廊

わ心

十N

第2圖

1 加

{入C8A

}

1一
ロ
CBAl

6人 部 屋ハ第2圃 ノ如 クBettガ 配 置 シテ ア

リ、Bett-A(以 後Aト 省略)ハ 最 モ 日 當 リヨ

ク、Bハ 中等 度 デ、Cハ 最 モ暗 イ｡患 者 ハCヨ

リBへ 、Bヨ リAへ 常 二異動 スル傾 向 ヲ多分 二

有 シテ ヰル爲 二Aハ 殆 ンド古参者 ニ ヨツテ占領

サ レテヰル現駄 デアル｡從 ツテ現 准患 者 ノ占領

シテヰルBettハ 問題外 トシテ、肺出血當時A,

B,Cノ 何 レニ臥床 シテヰタカテ調査 シタモノガ

第11表 デアル｡8人 部屋及 ビ外氣 ノBett… テ

行ハ レタ肺出血 バー括 シテソ ノ他 ユ編 入 シタ、

第11表Bettト 肺 出血 ノ關 係

1
i血 疲(%)分類 喀血(%)

_」____賢 一一 申

Ai52(54.1);86(43.8)
…

Bi20(20・8)i57(29・0)

C14(14｡6){38(19.3》

個 室{8(8・3)i13(6・5)
§

ソ ノ他i2(2・2)2(1・6)

合 言「 ・96・1｡｡｡｡〕i196(1｡｡｡｡)

　

喀血 二於 テノ・第11表 ノ示 ス如 クAニ テノ・96同

中52同 即 チ過 孚藪 テ占 メ、B之 二次 ギCノ 順

トナル,蚕 且疾 ニテモA,B,Cノ 順 序 デ アルガ、

喀血 ノ場合 二比 シテAト ノ差 ガ小 サ クナッテヰ
ミ

ルe斯 ノ如 ク最 モ 日當 リヨキA二 肺 出血多 ク、

最 モ 日 當 リ悪 キC二 肺出血 ノ砂 イ理 由 トシテ

ノ・、投射 日光 々線 中二含 マルル紫外線 ノ多寡二

依 ル モ ノト考 ヘ ル ノガ妥當 デアル ト思 フ｡

傷 疲軍人長野i療養所 二於 テモA二 於 テ35.1%ノ

肺 出血 ラ起 シテテリ、且 ツ晴天、曇天、雨(雪)

天 ノ順 二始登喀血血疾 日ガ多 イ ト報告 シテヰル

ノル・余 ノ読 ト全 クー致 シテヰル｡

從 ツテ肺 出血 ノ傾向 アル患者 ハB或 ヒノ・C二 韓

床 セシムベキデ、余 ノ、此 ノ方法 ニ ヨリ現在相當

ノ数果 テオサ メテヰル.

第4章 肺出血 二開スルニ、三 ノ観察

1喀 血 ト前騙血疾

患者 ガ血疾 テ喀出 シタ揚合、喀血 ガ起 リハセヌ

カ ト危惧 ノ念 テ抱 クコ トハ稀 デハ ナ イ.依 ヅテ

余 ハ 喀霊皿同数96例 二就 テ喀ffll.ハ血 疾 カラ績登

シタカ、或 ヒバ前騒 血擁 トモ葎}スベ キ前徴 ナ ク

シテ突考慶的二起 ツタモノデアル カヲ検 シタ所、

第10表 ノ如 クナ ツタ｡

第12表 喀血 ノ前騙血淡

分 蜘 繊(%)

鞠 聖ヲ套i27(28・・

聾 聖ヲ蓼i69(71・9)

當 日 8

92.6%

E

1H問 12

2日 間 5〉

4H間 1
7.4%

警7日 間 1

斐

此 ノ表 ニ ヨレバ、熔血 ハ前騒血疾 ナ クシテ突登

的 二起 ルモ ノガ7割 以上 二達 シ、前編 血1疹ξアル
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者 ソ、約3割 二過 ギナ4'｡

此 ノ前駆血疾 ノ日敷 テ ミルニ、前騒血疲1日 間

12例(喀 血前 日ニ アツタモノ12例 、喀血2日 前

ニアツ タガ前 日ニノ、無 カヅ タモ ノ2例)、 前羅血

疾2日 間5例(喀 血2日 前及 ピ前 日連績4例 、3

日前 ト前 日ニ ア リ2日 前 ニナ キモ ノ1例)、 前騙

血疾4日(連 績)1例 、7日 く連緬/1例 デアツ タ｡

爾 ホ喀血 ノ當 日血疾 テミ、之 ヨリ喀血 二移行 シ

タモ ノガ8例 アル｡從 ツテ喀血 ノ2日 乃至3日

前 カ ラ血疾 ガア リ喀血 ユ移行 シタモ ノガ、前騒

血i疾 アル 例 デ ノ・92.6%(96例 ノ26.0%「)二 當

リ、4日 以上血疾 ガ連績 シテ喀血 ヲ惹起 シタモ

ノノ・僅 カニ2例 デ、 喀血 同数96例 ノ2.1%二

渦 ギナ イ｡

之 二血疫同数196例 テ加ヘ テ292例 ノ肺出血 ヨ

リ観察 スル ト、血疾 カラ喀血 ヲ・起 シタモ ノハ27

例(9.2%)デ ア リ、 血疲 カ ラ喀血 テ誘褒 シナ カ

ツタモ ノハ265例(908%)デ 、4日 以上連績 セル

血疲 カラ喀血 二移行 シタモ ノノ・僅 カニ2例(0.7

%)デ アル｡

依 ヅテ血疾 カラ喀血二移行 スルモ ノハ1割 以下

(余ハ血疲 日薮1日 ハ之 テ除外 シタガ、ソレヲ・モ

探 用 スルナラバ 更 二 此 ノ傘ハ 低 下 スル デ アラ

ウンデ ァ リ、4日 以 上血疾 ガ纏綾 スル場合ニハ喀

血、テオコス危瞼 ハ非常 二僅 少 デ、喀血 ノ・オコラ

ヌモ ノト考 ヘ テ先 ヅ差支 ヘナ イト思 フ｡

2喀 血後ノ績螢血疾

喀血 ニ ヨリ相當量 ノ出血 ガアヅタ後、綾瑛的 二

血蕨 二移行 スル ノハ當然 ノコ トデ ァルガ、 ソノ

連績 日敷 二關 スル文獣 ハ余寡聞 ニ シテ未 グ之 ラ

見ナ イ.依 ッテ其 ノ観察 ヲ試 ミタガ喀血量 ノ寡

多大 小ニ ヨツテ績護血疾 日数 モ異 ル傾 向ラ示 シ

テヰル｡

ソレ故、余ハ薮字或 ヒバ容器 ヲ以 テ比較的明 カ

ニ ソノ量 テ示 シ ア ル 喀血例62例 ト
、 不 明ナ

ル34例 ハ患者 自身 二當時 ヲ想起 サセテ申告 セ

シメ タガ、最小2cs・ ヨ リ最大300c.c.ノ 範 園 内ニ

ァツ タ｡喀 血量 ノ数字的 二記 載 シテアル ノハ讐

官 ガ親 シク ソノ衝 二當 ッタ爲 デ、患者 ノ申告 ニ

ノ、、盃1杯 位、疾 コツプ半分位、或 ヒバ湯呑1

杯 位等 ヲ以 テ出血 量 ヲ表 ハ シテヰル ノガ最 モ多

カ ツタ｡

依 ヅテ余ノ・盃3杯(30c.c.)以 下 ヲ小喀血 トナ シ、

湯呑 孚杯(60c.Q)前 後 テ申喀血 トシ、疾 コツ プ4≧

分(150c・a)以 上 ヲ大 喀血 トシテ、 喀血量 ヲ3ッ

ニ分類 シタノデ アル｡

次 二綴 舳 疾 ノ日数 算定方法 デアルガ、最終喀

血後血淡 連績 シテ1日 間中断 シ更 二血疾 列喀出

スル時ハ之 ヲ連綾 セルモ ノ ト見倣 シタガ、2日

以上中断iサ レル場合 ハ不連績 ノモ ノ トナ シタ｡

例 ヘバ○印 アルモ ノヲ血疲喀 出旧 トス レバ

最終喀血→①②③4⑤ ⑥78⑥10… ・

ノ揚合 ニハ綾 嚢血疾 ノ・5日 トシテ計算 シタ ノデ

ア ルレo

以上 ノ観 黙 ヨリ階血當時 ノ級 ト喀血量(大 、中、

小)ト ノ組合 セラ作 ツ タノガ第13表 デアル｡此

ノ表 ノ示 ス塵 ニ ヨ リ明ナル如 ク、5級 、6級 ノ

者 二大喀血 ガ頻嚢 シタコ トガ判 ル｡ゴ レノ・大 部

分室洞 テ有 スル爲 デ アル｡而 シテ、96例 中太喀

血 ノ・45例(46・9%)ブ 占 メ約孚撒 ニ 相當 スル｡

第13表 喀血當時ノ級 ト喀血量

纐 陣 鰍 喀鱒 馴 小馳
1級 3 2 1!0

…

2級 1 0 1iO

3級 2 0 1i1
4級 16 5 4i7

5級 57 29 9119

6級 17 9 414

合計 96 45 20i31

次 デ、 小 熔血31例(32.3%〉 申喀血120例(20｡8

%)ノ 順 序 デ ァ痢 ガ、 此 ノ比傘ノ・川 ロ ノ報告 ト

大艦 二於 テー致 シテヰル｡

更 二喀血 ノ大 申小量 ト績嚢血疾 日撒 トノ關係 テ

ミルニ第14表 ノ如 クナルガ、 ソ レヨリ

1)大 喀血 ノ場合 ノ緬嚢血擁 日藪 ハ5日 一一24日

即 チ平 均 日撒9.5日 デ ァル｡然 シテ1同 ノミノ

喀血 ノ場 合ハ比較的短 日デ止血 スル傾 向 アルニ
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第14表 喀血最 ト績登血疾 日数

反 シ、初獲喀血 二引 キ績 キ緬登 喀血 デ繰 リ返 ス

時ハ喀血 停止 スル モ績 嚢血疲 ガ長 時 日繊績 スル

傾向 ガ認 メラレル｡

2)申 喀 血 ノ場合ノ・績 嚢血疾 日籔4日 一12日 デ

平均 日数8.3日 デ アルガ、不明 ノモ ノカ1例 ア

ツ タ｡此 ノ1例 ハ 日誌及 ビ盟温 表二全然記載 サ

レテヰナカツ タモ ノデ、患者 モ果 シテ何 日間績

嚢血疾 ガ縫緬 シタモ ノカ記憶 ニナ イト云 ツテヰ

ルレe

3)小 喀 血 ノ場合ハ績嚢血疲 日数2日 一10日 デ

平均 日藪5.3日 デ最短 デ アル｡

以 上 ラ綜合 シテ大喀血 ノ緬嚢血疾 日籔 ノ・平均9

日孚、 申喀血 ノ ソレハ8.3日 、 小喀血 ノ ソレ

ハ5.3日 デ アル｡從 ッテ績嚢血疾 日撒 ハ喀血量

ノ大小 二正比例 スル モ ノト思 バ レル｡

3連 績血疾 日歎

始嚢血疾196例 二就 テ其 ノ連緬 日藪及 ビ級 トノ

關係 ヲ観察 シタ｡此 ノ場合モ喀血 ノ績蛋血疾 ノ

場合 ト同様 二連績1血疾 ノ定義 ヲ次 ノ女nク定 メタ

1)

A)①2③4⑤6⑦8⑨10

B)① ②3④5⑥7⑧910

C)① ②③4⑤6⑦8⑨10

D)① ②③④5⑥7⑧910

E)① ②③④⑤6⑦8⑨10

A:不 連績血疾 ト見倣 シ、 血疾 日敷2日 未

満ニツキ之 テ探用セズ｡

B:① ②④ヲ連緬 ト見倣 シ⑥⑧ハ除外スル｡

Cl① ②③⑤ ヲ連績 ト見倣 シ⑦⑨ ノ・除外 ス

ルレo

D:① ②③④⑥ ラ連緬 ト見倣 シ⑧⑩ ノ・除外

ス ルレo

E:① ② ③④⑤⑦⑨ テ連績 ト見倣 ス｡

帥 チ2日 一4日 マデ眞 ノ連績血疾 ガ アツテ、1

日間止血 シ2日 目ヨ リ叉血疾 出現 スル時ハ ソレ

テ連緬 セルモ ノ ト見倣 スガ、其 ノ後 中断 スル時

ノ、不瀕 トスルしノ｡

眞 ノ連績血叛 ガ5日 以上 ア リタル時ノ・1日 間 ノ

中断 ガ2同 アツテモ ソレテ連績 セルモ ノト見倣

ス｡3同 以上 ハ然 ラズ｡

2)2日 間 中断 スレバ非連緬 トシ、新 シキ血疾

トシテ探 用 スル｡

3)喀 血 後 ノ綾嚢血疾 止血 シテ ヨリ1週 間以内

二始壷 セル血疾 ノ・除外 シタ｡

斯 クシテ血疾 同藪196例 ヲ 日薮 別ニ ミル ト、2

日一28日 ノ範 園内 デ平均3.4日 デ アル｡ソ ノ内

繹ノ・第15表 二示 シテ ア ル如 ク、7.2日1CO例

(51.0%)3日25杢 列(12.7%)4日33伽 曝(16｡8%)

5日8例(4.1%)… ・ト ナ リ2日 一5日 ノ・166

例 デ84.6%5ナ ル｡6日 一10日 ノモ ノノ・24例

(12.3%)デ11日 以 上 ノモ ノハ僅 カニ6例(3｡1

%)デ ア リ最 モ 寡 イ｡即 チ血疾 ノ連績 日藪 ハ2

日 ガ孚藪 テ占 メ、2日 一5日 二至 ツテノ・8割 以

上 テ占 メテヰル ノデ アル｡

次 二連績血疾 日薮 ヲ級別 ニ ミ,レト、各級共 二2

日最 モ多 ク3日 、4日 ト日撒増加 スルニ從 ヅテ

例 撒ハ漸 減 ノ傾向 ヲ示 シテヰル｡連 綾血疾平均

日藪二就 テノ・2級 、5i級 、3W級v4級 、6級 、

1級 ノ順 デアル ガ、今 各級 二於 テ5日 未満 ノ連
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第15表 級別蓮綾血疾日数

分 刷 馴2副3級4級IS級6級 合計

2日

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

15

3

1

66

9
齢

-

3

1

9

7

4

2

1

3

1 娼

10

23

4

4

6

2

1

3

1

9

00

FO

41

1 100

25

33

8

8

9

2

1

4

1

13 1 1 1

14 1 1 1

15以上 1 {1 1 1 3

(平均 日藪) (2.0) (4.0)
雍

(3.6)1(3.0) (3.9) (2.9) (3.4)

合 計 1 10 15137 104 29 196
1

績血疾 ガ該級 ノ至例 二封 シテ占ムル比卒 ヲ出セ

ノr、1級(100.0%)2i級(80.0%)3i級(73.4%)

4級(90,2%、5級(81｡8%)6級(96.6%)

トナ ル｡以 上 ノ事實 ヨリ5日 未満 テ短期

連緬血疲、6日 以上 ヲ長期 連緬血疾 トス

レバ、1級 、2級｡3級 ノ・例藪少 キ爲除

外 シテ、6級 ノ連績 血疾 ハ殆 ンド凡 テが

短期 連績血疲 二屡 シ長期 二連績 シテ喀 出

サ レル モ ノハ極 メテ稀 デアル ノニ反 シ、

5級 ノ・勿論短期血疾 ガ大 部 分 ヲ占ムル

モ、長期連績血疾 モ相當教 アツテ約2割

デ占 メ長期間連績 スル傾向 ガー番大 デア

ル｡4級 ハ5級 ト6級 ノ中間的在存 ヲ示

ス モ ノ ァ ア ルレ｡

一般二重症者ノ・維封安静テ保守スル爲二

長期間連績スル不快ナル鯵血性血疾多 シ

トノ読ガアルガ、余轡ノ例二於 テノ・最モ重

症ナル6級 晶長期連績血疾 ガ最 モ紗 カツ

タ コ トノ・注 目 ス ペ キ デ ア ル｡

第5章 肺出血患者ノ臨淋的所見

1喀 茨中結核菌 ノ消長

謡舳 儲 、｡6名ノ縮出血畷292例 一就咄

血前4週 間以内5出 血後4週 間以内二於 ケル喀

疾中ノ結核菌テ塗抹染色及ビ培養法ニヨリ検査

シタ｡ソ ノ結果ラ喀血 ・血疾別二分 ケタルガ第

16表 デアル｡

第16表 肺出血前後 ノ喀疾申結核菌

1)喀 血96例 二於 テハ 喀血前菌陰性 ナル モ ノ

50例(52・1%)、 菌 陽性 ナル モ ノ41例(42.6%) 、

不 明ナル モノ(検 査 ラ行ハ ナカヅ タモ ノ)ガ5例

(5・3%)デ ァルガ ソノ3例 ノ・喀疾 ラ鋏除 シテヰ

タモ ノデ アル｡喀 血前菌陰性 ナル50例 中喀血

後陽性 トナヅタモ ノ28例(56.0%)、 同 ジク陰性

デ アツタモ ノ20g例(40.O%)、 不 明2例(4.0%)

デ ア ツタ｡叉 喀血 前菌 陽性 デ アツタ41例 中、喀

血後 モ陽性 デアツタモノ35例(85.3%)、 陰 牲二

轄 ジタモ ノ4例(9・8%)、 不 明2例(4,9%)デ ア

ツタ｡喀 血前不 明 ノ5例 カラノ・喀血後陽性 デア

ツ タモノ2例 、 陰性1例 、 不 明2例(2例 トモ

喀 疾鋏除)デ アッ タ｡以 上 テ綜 合 シテ喀血後 菌

陽性65例 、菌陰性25例 、不 明6例 デアル｡

故 二、喀血前菌 テ謹 明 セザ リシモ ノ53例 ヨリ喀
　

血後菌 ノ嚢 現 テ ミタモノカs30例 デ アルカ ラ菌

ノ陽轄率ノ、54・5%ト ナ リ、牟撒 以上 ノ・閉鎖性 ヨ

リ開放性二攣 化 シタ ノデアル｡更 二叉、喀血後

喀疾中ニノ・菌陰性 デ アヅタガ偶然 胃液 ノ培養 テ

行 ヒ菌陽性 二出 タモ ノガ3例 アル ノデ、之 テ加

算 シ、且 ツ叉喀血前喀 疲中凱菌 テ謹 明 シタガ喀

血後菌陰性 ニナヅ タ4例 ハ操作不完全 ノ爲 ト考

ヘ ラ レ、從 ツテ ヨリ精錬 サ レタ技術 ノ下 二菌 ノ

培養検査 ラ頻繁 二行 ツタナ ラバ、菌 ノ陽韓率 ハ

更 二増大 スルモ ノ ト考 ヘ ラレル｡
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2>血 擁196例 二就 テモ喀血 ト同様 ノ調査 ヲ行

ツタe血 疾 前菌陰 デ アツ タ113例 カ ラ血疾後 陽

性 二攣 化 シタモ ノ28例(24.8%)、 同 ジク攣化 ナ

キモ ノ76例(67.2%)、 不 明9例(8.0%)デ ア ツ

タe血 庚 前菌 ヲ讃明 セル67例 カ ラノ、49例(73｡1

%)陽 性 デ アリ、陰 性 二轄 ジタモノガ11例(16.4

%)、 不 明7例(10｡5%)デ アル｡血 疾前 検 疾 ヲ

行 ハ ナ カ ヅタ16例 カ ラ血疾後5例 ノ菌 陽性 テ

出 シ、11例 ノ菌陰 性 テ出 シタe故 二、血疾前菌

陰性 ノ・129例 デ ソノ中カ ラ血疾喀血後陽性二攣

化 シタモ ノノ・33例(25.5%)デ アル｡

依 ヅテ肺 出血前菌陰性 ノモ ノ182例 ヨ リ肺 出血

後菌陽性 トナ ツタ モ ノノ・63例(34・6%)デ3分

ノ1ガ 肺出血 ニ ヨリ陽轄 スルモ ノデ アル｡

然 シ余 ノ例 二於 テハ、 喀疫 ノ検査ハ出血前後 ノ

4週 間以 内 ト云 フ相 當長時 日 ノ間 二行 ノ・レタ成

績 デアル カラ少 ク トモ2週 間以内 二行 ヅタナ ラ

バ、菌 ノ陽韓傘 ハ躍進的 二激 曾 スルモ ノ ト思 フ,

第17表 肺 出血前後二於ケル赤沈速度 ノ攣化

＼

分 類
血

.
後r

喀

　
前

血 疲

前}後

繍1認 ・・2144・36132・s434・s2

促 進1

不 攣

39

31

42

106

延

i明

墨

不

19

7

31

17

2肺 出血 ノ赤沈速度 ニ及 ボス影響

入所患者 ノ赤沈速 度測定 ハ屡 ヒ行 バ レルテ以 テ

肺 出血 ガ赤沈速 度二及ボ ス影響 ハ比較的良 ク観

察 スル コ トガ出束 ル.肺 出血前3週 間以 内 ノ赤

沈速度 ト肺 出血後3週 間以 内二於 ケル赤沈速度

ラ比較 スルニ常 ツテ余 ハ次 ノ如 キ規約 ノ下 二赤

沈 速度 ノ邊延、不慶、促進 ヲ定 メタ｡即 チ赤沈

速度 ヲA(0-10)、B(11一20)、C(21-30)、
き

D(31-50)、E(50-100)、F(100→)ノ6群 二

分 チ同群 内 ノ攣動 ノ、之 テ不攣 トシ、假令 へ或 ル

群 ヨリ他 ノ群 二憂動 シテモ ソノ差 ガ5以 内ナラ

バ不攣 トナ シ、6以 上 ノ場合初 メテ遅延或 ヒバ

促 進 トナ シタノデ アル｡

1)喀 血 第17表 ノ示 ス如 ク縮 計96例 ノ喀血

申39例(40.6%)ハ 喀 血 ニ ヨリ著明 二i速進 シ、

赤 沈速度 二影 響 ラ兇 ナカツ タモ ノガ31例(32.3

%)、 邊 延 シタモ ノノ・19例(19.8%)デ 其 ノ大部

分 ハ2週 間以後 ノ測定 デァヅ タ｡叉 喀血1ノ前或

ヒバ後 二赤沈 値 ノ測定 ヲ行 ツテヰヌモ ノガ7例

}

血

一
後

喀

・
前

…類分

111…A

1B

C

1D

E

101F

71明不

血

前

238

121833

121127

211732

334049

0

(7.3%)ア ツ タガ、 之ル・全部重症者 デ アツタ｡

依 ツテ喀血後赤沈速 度促進 セル モノガ最 モ多キ

%ヲ 占 メ、且 ヅ喀血前後 ノ赤沈平均値 モ6.34ル

促 進 テ示 シ、 更 二叉(A+B)群 ガ23例 ヨ リ20

例 二減 少 シ、(C+D+E+F)群 ガ66例 カ ラ69

例 二増 加 シテヰル コ トカラー般 二喀血 ニ ヨリ赤

沈速 度ノ・促進 スルモ ノ ト考 ヘ ラ レル｡

2)血 擁 総数196例 ノ血疾 二於 テ血疲喀出 ノ

前或 ヒノ・後 二赤沈値 ノ測定 テ ナ サ ザ リシ17例

ラ除 キ、 血疾後赤沈 ノ促 進 シ タ モ ノガ42例

(23.4%)、 不 攣106例(59.3%)、 邊 延31例(17.3

%)デ アヅ タ｡血 疾前 ノ赤沈 平均値 ガ32、84デ

血 疲後 ノ平均値 ノ・38.82ト 僅 カデノ・アルガ壇加

シテヰル｡叉(A十B)群 ノ・血疾前71例 デ血疾後

ニノ、65例 ト減 ジ、 ソレニ反 シテ ℃十D十E)群

ハ血疾前108例 ヨ リ血疾後114例 ト壇加 シテヰ

ル ノモ輕度 デノ・アルガ赤沈 ノ促進ス ル コ トラ示

シテヰル｡

以上要 スルニ肺 出血 ニ ヨリ赤沈値 バー般 二促進

スル傾向 テ有 シ、喀血 ノ場 合 ガ血疾 ノ場合 ヨリ
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其 ノ攣動 ノ範園ガ大 デァル｡

3肺 出血者 ノ病型

肺 出血者 ノ出血前 二於 ケル胸部 「レン トゲ ン」像

生物學的諸反慮 テ基礎 トシテ病型別 二分類 ス レ

バ第18表 ノ如 クデ アル｡

SglS表 肺 出血患者 ノ胸部X線 像二sル 病型

分 類
喀 血i血 疾

人則 同釧 人員瞬
一

浸 潤 早 期 型 1i
㎜ ㎜ ㎜ 蔽

112{5

血 行 撒 布 症 0 0ほ11

寝潤性肺結核 15 22 ・鶉93
血行性肺結核 7 9115;26

空洞 ヲ有スルモ ノ 26 64}劉7・

合 計 49 961goi196

1)喀 血 浸潤早期型及 ビ血行撤布症 ノ者僅 力

1名 デ極 メテ砂 ク、 浸潤性肺結核ハ15名 ナル

二反 シテ血行姓肺結核ハ ソノ約牟歎 ノ7名 デ、

潤浸性 ノ型二喀血ガオコル傾向ガ大 デアル｡喀

血者中室洞ヲ有 ス ル者ハ26名(53.0%)デ 孚撒

以上ヲ占メ室洞者ニノ・喀血力頻嚢 スル傾向ラ有

シテヰル｡

2)血 疾 血疾 ノ場合モ喀血 ノ場合 ト同様 ナ事

ガ云ヘル｡郎 チ、室洞 アル者及ビ浸潤性病慶 ノ

型二頻登 スルノデアル｡

斯 クノ如ク肺出血力傷撲軍人療養所ニ於テ浸潤

早期型及 ビ血行撤布症二少 ク、浸潤性病攣及ビ

室洞者二多 イ理由 トシテノ・、患者ソ・短 クテ6ヶ

月、長 クテ撒年 ノ問陸海軍病院二入院加i療ノ上

デ當療養所二入所 スル爲、肺結核 ノ早期二属 ス

ル者ガ非常二稀デアルカラデアル｡從 ツテ當療

養所 ノ喀血ノ・殆 ンド晩期喀血二相當スルモノデ

ア ルレ｡

第6章 結

本報 告ハ 傷 庚軍人宮崎療 養所 二 昭和14年6月

12日 ヨリ昭和17年1月8日 迄 二入所 シ、 昭和

17年2月28日 現 在i療養 中 ノ肺結核 患者330名

二就 テ、 ソレヨリ惹起 サ レタ肺 出血 ヲ統 計的二

観察 テ試 ミタモ ノデアル｡斯 カル統計 ノ作製 二

當 ツテハ、退所患者 テモ加へ患者例数 ノ壇加 テ

計 ルベ キハ勿論 デアル ガ、 サス レバ調査事項 ノ・

粗漏 テ免 レズ統計的 ニハ完壁 テ期 シ難 イノデ現

在入囎 ノ患 者二限定 シタ次第 デアル｡

上 述 ノ各章 ヨリ次 ノ如 キ結 論 テ得 タ｡

1.傷 痩 軍人宮崎i療養所 二入所 前喀血 ノ経験 ア

ル者 ノ・58名(17｡6%)デ 、 入所前血疾経験 者ノ・

55名(19、6%)デ ア リ、從 ツテ既往ニ肺 出血 ノ経

験者ノ・113名(34.2%)デ ア ツ タ｡

2.入 所 中二喀血 テシタ者 ノ・49名(14・6%)デ 、

血疾 ノミノ喀 出者 ハ57名(17.2%)デ ア リ、合計

シテ入所中 ニ肺 出血 ヲミタ者ノ・106名(32.1%〉

ア ア ルレ0

3.入 所 前肺出血 ノ既往症 アル113名 カ ラ入所

後35名(55.7%)ノ 肺 出血者 テ出 シタノニ反 シ、

論

入所前肺出血 ノ経験 ナ キ217名 ヨ リハ入所後43

名(19.8%)ノ 肺 出血者 テ ミタ｡帥 チ入所前肺 出

血経験者 ノ・非経験者 二比 シテ入所 後 モ出血傾 向

極 メテ大 デアリ約3倍 二達 スル｡

4.傷 疲 軍人宮崎i療養所 ニテノ・肺出血好嚢年齢

ノ・喀血.血 疾共 二26歳 デアル｡

5.肺 出血 テ月別 二見 レバXll、1、 瓢 二多 ク、

IX、IV、 皿、二砂 イ｡叉 、季節的 ニ ミレバ多 二最

モ多 ク夏 秋 ノ順 デ春 二最 モ少 イ｡

6.肺 出 血患者 デ現在 ノ級 カラ観 レバ、重症 ノ

者 二多 ク頻嚢 シ、輕症 ノ者 二少 カ ツタ｡肺 出血

テ起 シタ當時 ノ級 ノ、、5級4級 、6級3級

2級1級 ノ順 二多 カツタ｡

7.6人 部 屋 ニ於 テノ・、南 向憲際 ノBett二 肺

出血最 モ 多 ク(47.2%)喀 血 二 於 テノ・54.1%ヲ

占 メ、血疾 ノ場合 デモ43.8%デ ア ツ タ｡

8.前 駆 血疲 ナ クシテ突襲 的二喀血 テ起 シタモ

ノカ71.9%デ 血 疾 ヨリ喀血 二 移行 シタ モノガ

28.1%デ ア ツタ｡前 薩 血疾 テ伴 ヅタ後者 ノ血疾

日鍬 ノ・2日 以 内 ノモ ノガ大部 分(92.6%)デ4日
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以上 ノモ ノハ7｡4%二 過 ギナ カツ タ｡

9.喀 血 二績 嚢 スル血疾 ノ連績 日薮 ハ、大喀血

ノ場合 ニハ ソノ平均 日撒 ノ、9｡5日 、 中喀血 ノソ

レハ8・3日 、小喀血 ノソ レハ5.3日 デ アツタ｡

10・ 始 嚢血疾 二於 テ、 ソレガ潰失 スル迄 ノ平均

日薮ハ3・4日 デアルカ、5級 者 ノ血疾 ハ長期連

績 スル傾 向ガー番大 デ アツタ｡

11・喀 血前 蔚陰 性 ノ53例 ヨリ喀 血後菌陽性113

例 ハ30(54・5%)ト ナ ツタ,血 疾 二於 テハ 陰性

1134列 カ ラ284列(24｡80%)ノ 蘭 陽毒山牽テ拝{シター

12.喀 血 後赤沈値 ガ促進 スルモ ノ最 モ多 ク40.6

%デ アツ タ｡血 疲 ハ赤沈値 不攣 ノモ ノガ第1位

テ占 メ59.3%デ 赤 沈 促進 シタモ ノガ23.4%デ

ァ ヅタ｡赤 沈値 デハ喀血後ノ・喀血前 ヨリ6.34,

血疾 後 ハ血疾 前 ヨリ平均1｡98ノ 檜 加 テ ミタ｡

13.肺 出 血患者 ヲ病型別 ニ ミレバ浸潤 性 ノ者…

多 ク血行 性 ノ者 二紗 イガ室洞 テ生 ズ レバ病型 ノ

如何 二拘 ラズ頻 壷 スル.

稿 テ終 ルニ臨 ミ御 指導 ト御校 閲 ヲ辱 ウシタ野

村所長 ニ衷心 ヨリ深謝 ノ意 テ表 ス.
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